
 

 

県西地域の農産物を活用した未病を改善する商品開発について 

 

 

１ 目的 

県西地域で栽培した農産物が持つ「未病の改善」につながる効果・効能を活用し、新

たな商品化を進めることで、農産物の付加価値を高め、県西地域の活性化につなげる。 

 

 

２ 取組状況 

平成 29年度に大学、関係団体等と「県西地域の農産物を活用した未病を改善する商品

開発実行委員会」立ち上げ、さらに 30 年度はその下に「湘南ゴールド事業部会」「茶実

（ティーオイル）事業部会」を設置し、それぞれの事業に取り組んできた。 

 

 湘南ゴールド 

事業部会 

茶実（ティーオイル） 

事業部会 

これまでの経過 

 

・横浜薬科大学と共同で湘南

ゴールドの果皮に含まれる

機能性成分を分析 

・機能性を評価するため、臨床

試験を実施 

・湘南ゴールドの果皮粉末を

用いたモデル商品の試作 

・モニター調査による消費者

ニーズの把握 

・県西Ｃ農政部において、東京

農業大学、農協と連携し、お

茶の実から搾油されるティ

ーオイルの商品化を検討 

平成 30年度の取組 ・モデル商品の製造販売を担

っていただける企業へのア

プローチ 

・湘南ゴールドの果皮等の粉

末を活用した新たな商品開

発に関心のある企業へのア

プローチ 

・粉末の改良 

・茶実の収穫、搾油を実施 

・試作品の製造等 

・３月 16 日から 18 日にそご

う横浜店で特別販売会 

今後の取組み ・引き続き企業へのアプロー

チを実施 

・民間企業による販売体制の

構築及びそれに向けた支援 

・商品化したティーオイルの

販路拡大に向けた取組みを

実施 
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